
「考査後も充実！」 

 

 生徒の皆さん、保護者の皆様、そして地域の皆様、今回は夏休み前に行った

学年の取組や生徒の様子などについてお伝えします。 

現在、全県的に感染が拡大しており、本校でも 19日（火）に２年生が予定

していたレクリエーションは実施できませんでした。夏休みに入り、補習や部

活動など個別の状況を見極めながら、できる限り学びを止めない工夫を続けて

まいります。ご理解・ご協力のほど、お願い申し上げます。（校長 黒河内雅典） 

【小学生の皆さんと英語で交流】 

 ７月 11日(月)に国際文化情報学科の１・２年生の

皆さんが、鳴尾北小学校の１・２年生の皆さんに英語

出前授業を実施。工夫して作ったクイズや歌など、各

教室で一緒に手をたたきながら、発音しながら盛り上

がり、互いに楽しい時間を過ごすことができました。  

【アンコンシャスバイアスとは？】 

 11日(月)に３年生対象の人権講演会があり、講師

から「無意識の思い込み」について、国際情勢や具体

例をあげながらお話しいただきました。日頃当たり前

だと思っていることが実は違った視点で捉えられる…

そんな新たな気づきがあったのではないでしょうか？  

【レクリエーションも自分達で】 

 12日(火)体育館に行ってみると、１年生がドッジ

ボールの対戦中。クラス全員が参加してみんな真剣そ

のものでした。競技だけでなく、運営などにも生徒の

皆さんが熱心に関わってくれたとのこと。与えられる

だけではなく自分達から…とても大切なことですね！  

【球技大会で元気いっぱい】 

 13日(水)はグラウンドと体育館で、３年生が球技

大会を行いました。笑顔あふれる皆さんの様子に、私

も気持ちが軽くなります。審判や進行は生徒達で進め

ていて、先生方は見守りと応援が主な役割とのこと。

授業で得る力とは違う、これも生徒達の持つ力です。  

【前回の体験を生かして】 

 15日（金）に１年生が、「総合的な探求の時間」で

救急医療の現場で働く方々からお話を伺った後、多く

の質問をさせていただきました。前回ご紹介したイン

タビューの実践をつなげた形で、進行も生徒達が役割

分担しています。後ろで見ていて頼もしい限りです。  

【全学年が各教室で参加】 

 20日（水）に１学期終業式を全学年オンラインで

行いました。感染や熱中症予防などの点で、全学年が

一堂に会して…の状況は難しいですが、一方でオンラ

インの実施は、以前に比べてスムースになりました。

私からはプリントを配付しお願いなどを伝えました。  



鳴尾高校の生徒の皆さんへ 

 令和４年７月 20日（水） 

校長 黒河内雅典 

 

１ 感染に関すること 

感染者数の増加傾向が顕著で、夏季休業中も学校内での拡大が心配な状況で

す。県教育委員会の通知概要を確認し、今後も協力し合って防止策を続けていき

ましょう！ 

 

【県教育委員会通知の概要（R4.7.11 抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後も協力してほしいこと】 

 ・発熱など体調不良時は登校を控え、感染に関わる情報は学校へ 

・登下校時・体育・部活動ではマスクを外す（熱中症対策を優先） 

・上記以外、黙食時等マスクを外す場合 ⇒ 話を控え距離をとる 

・冷房時を含め常時の換気 

 

２ １学期の学校生活のこと 

（１）素直・有能・自主性！ 

 

（２）とても感心しました！ 

 

（３）有意義な夏休みを！ 

９月１日(木)には全員そろって元気に登校を！ 

これから夏季休業を迎え、部活動の公式大会及びその準備のための練習、オープン・

ハイスクールなどの学校行事、並びにお祭りや行事など地域の活動への参加など、人

の移動の増加に伴う感染再拡大への十分な警戒が必要。 

【新型コロナ感染症対策】  

※学校内外に関わらず、熱中症対策を優先しながら地域の実情に応じた基本的な感染

対策（「三つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗い等

の手指衛生」、「換気」等）を徹底する。 

※県外での活動は、実施地域の感染状況や都道府県等の対応、受入先の意向、参加人

数、移動方法、活動中に感染者が確認された場合の対応などを十分確認のうえ、感

染防止対策を徹底して実施する。  

※部活動の強化合宿等、宿泊を伴う活動は、県内・県外とも、感染症防止対策が確認

される宿泊施設に限定する（学校は不可）。 

【熱中症対策】  

※熱中症が命に関わる重大な問題であることを認識した上で、部活動中、登下校時等、

特に熱中症のリスクが高いことが想定される場面では、熱中症対策を優先し、水分

や塩分の適切な補給やマスクを外すよう指導する。 

※その上で、身体的距離の確保、近距離での会話を控える、換気の徹底等の対策に加

え、部活動については各競技団体等が作成するガイドライン等を踏まえた取組を行

うなどの工夫を検討し、必要な対応を取る 


